
鎌長製衡株式会社（製造業）

石膏ボードリサイクル装置

〇本社所在地：香川県高松市牟礼町牟礼

2246番地

〇事業概要：計量器・自動化機器・リサ

イクル機器及びプラントの製造・販売

〇常時使用する従業員：165人

（2024年3月時点）

〇現在の売上高： 47億円

(2024年3月期)

○法人番号：6470001000095

○Web：https://www.kamacho.co.jp/

代表取締役社長
鎌田長明

安全・安心・持続可能な社会づくりに貢献する
当社は明治13年に創業し、平成7年に一度倒産しましたが、計量器・自動化機器・リサイクル機器メー
カーとして復活を遂げてきました。機械・電気制御・ソフトウェア・プラントエンジニアリングといっ
た多様な技術を結集し、日本各地の販売・メンテナンス網を活用して、安全・安心・持続可能な社会づ
くりといった「社会になくてはならない」x「現場にあった」ソリューションを提供することで、付加
価値の高いビジネスを行い、全てのステークホルダーに満足度の高い企業を目指していきたいと考えて
います。

売上高100億円実現の目標と課題

2032年の売上高100億円達成に向けて、成長分野である自
動化機器、リサイクル機器及びプラントの売上を伸長させる
事で成長を目指します。

• ロボットと機械学習を組み合わせた人力作業の自動化によ
り、自動化機器およびリサイクル機器を拡販する

• システムの開発能力を強化し、計量器周辺のシステムを取
り込むことで、収益を向上させる

• 設備投資とM&Aにより内作率を向上し、価格競争力と生産
能力を向上させる

• 廃業したメンテナンス業者を取り込むことで、メンテナン
ス能力を向上させ、収益源とする

売上高100億円実現に向けた具体的措置

• 営業人員を倍増させ、各支店による地域密着型営業と、営
業本部直轄の大型案件に対応した専門型営業を行う

• 機械・電気制御・ソフトウェア・プラントエンジニアリン
グの技術者を倍増させ、対応できる案件数を増やす

• M&Aにより、生産できる場所を増やし、輸送コストを削減
する。

• 年々仕入れ価格が上がっているため、原価の構成比率が
高い工作・製缶品の内作比率を上げる必要がある

• 輸送コストが上がっているため、生産場所を分散し、輸
送コストを下げる必要がある

• 外部のメンテナンス業者が高齢化で廃業しつつあるため、
メンテナンス部門を強化する必要がある

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです
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